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　　　　　　　　 ．君yl　 I〈［L：’e’Tcp　rwAT．｛，

　　從・來11：11’1’【iの ，3【らAtて ゐ る ］／，nrri ，［Lreは 11ifi−・の f銅1外 を除 け ば す べ て hui・1’‘ilVLirS

で あ ゲ ご唯 加 砺 5の み は 特別 に 棄 髄 る雛 を持婢 い と勘 1す べ きで あ る。

伽 トと1鳥 の は ］’lc・ IL・1・・ の森林路」・で 泥 を手発ミつ て ゐ る の を VNrlJ，r．T，uls 　 trcよつ

て 發見 された 昂 吻 剛 ・吋 ・伽 伽 が ・・ ud −dauber で あ る禀で あ る．止ヒの 科 の

狩獵對象 は蜘蛛・噛錨 1小 異翅
ノ
ト翅 N で あ る 少数例 もあ る が 主要 な る もの は 跳躍

’
直翅 「1で あ る。此 の科 の 習性 に 就い て 最も専，攻的 に 研究 した

．
F ．　x ．　Wlr．1、r．、Ms

の 貢獻は 分類 1 形態の 上 に も大 な る もの で 氏 の 業績 に よつ て 大綱 をつ か み得 る。

木丈 に 於 て 今迄 に 獅 沐 チ1≦内地 産 の L し・：
’iCI。・ に つ L・ て探 つ て 來た！駢 言己鋒 の ・1・

か ら 玩 F醜 楓 加 ・・
1
・tS

，　ATotoJr　c）fLi−ctere　 3 屬各 1 租 に 關す る もの を抜出 し從來の 記録

囃 理 と合 せ て 諦 め る事 と した ． 之等蜂 の 調査 に 際 して 御助力 綬 け嫻 淺

八 郎 ．川村多實二 繭教授 ， 安松京三 ， 楚南仁博，澁 谷壽夫 ，寺西 暢 ．飯 田 吉之

助諸氏 に 厚 く感謝の 意 を表 す。

　　1黄粉 布 して ゐる小驫 劬 ・伽 s．w 蹴 丶・ て は唯 2 穂 鴫 昌す る習性記録を

擧げ得 る に つ諸 な い 。 L・　 ・ubitra　 S・L・ （北米）では 跏 ・幽 。 属の ・1・麟 を狩 る

事 とそれ の 觸角基郡が蜂の 大顎と頭 楯 と の 悶に 銜へ られ て 運ば れ る事 〔W ．H ．

r．L．TTON ，　ISguPl と獲物は空楡 し崩れ 易 い 砂地 に 造 られ た菓 に 歸 將す る と出獵 中

閉塞 し て あ つ た入 口 を獲物を放置 して 開 く事丿 獨房 は 6〜7 吋 奥 に あっ て 發掘

された 獨房 中に は 3 匹 の蟋蟀と共に 1〜2 日を經過 した 幼蟲 が ゐ た事實 よ b食
物は Beonb・i．v の如 く日毎 に 運込 まれ る で あ らう事 ，

’
獲物 は當 日 は觸鬚を動か す

が 1 日．経 つ と 杢 く死 亡 す る事・ 醗 育4恐 らくは 9 匹 の 小麟 黼 拠 るべ き

事 ［G ．W ．蕊 E ．　G ．　PEcJu−r・ul ．　IS98］が知 られ て ゐ る。 五，／07nnosrc　SMr 服 （比

島）に 就 い て は 菱蝗蟲 （Tebrigid肥 ） 力書狩 られ る事が 知 られ て ゐるに 過 ぎない
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リド 昆 蟲 ・第 十 二 卷 銘 一・・號

［W 、Jir．［Al ，S、】99S ユ．　iNotoaoo ］ideti　R ・ lr・・
’
］・］ffこ （NoleJt　onite　C ・・

’
・
’
“ ） の 習性は 匚1渡 t゚t

島・歐洲 ・粥 北米 の もの で 多少知 られ て ゐ る。東洋系の ・7V「．　．9iel）tessettf（tlg　SMrr肛 ［O．

T ．Bni’GTf 、L：【 1S97 ｝ G．　R ，批 貿
，
1912 ｝ H ，　M ．、XWEL レ L コ‘rl：OY ，19  f｝； 、Ylf，r，エーNllS

1919
，
19LiG］と北米 の Pt’．　rEi・gGiLtCGtCe　P 、　BE ．Luv ．　EW．　H ．　A5r【｝［】f．tD 　ISDI； Wlr 』．L 、Ms 、

1913 ，　P ，　B ．叫 19221absal一も講 IIな記録 を もつ て ゐ る
．

此 の 1讎 ・の 知 る 6 種は

歐洲 の 2 租三を除い て
・何れ も WII，Lr．い LS の 觀察を持 つ て ゐ る。 以上 を整理！す る と

狩獻對象 は’何れ も Grylliclceに 風 し 温 ta
’itticLr，lsi （北米） と Oiva“tikee （比 島）は

N β¶7励 爾 硯を ， 2，研 塑 1の摺 乙1卵 吻 ア’脇 （歐洲・北 阿），p旗 7脇 郡 ，
跏 blc耀 11帥 占 （比 島・

印度），　rb・
’
a・“ttcett．’e の ・［・t前 2 種 は σ嚠 伽 脚 ，　P 吻 伽 臟 ・蝋 ：の 他の s’・ilLonを ・

後 3 種は 働 韜 屬 と言 ふ樣 齲 δの 粗違 は あ つ て も皆 娜 庫 で あ る」 守獵灘

蟋蟀 の 檗 に 入 口 が あ つ て も共處か ら入 らす に 地 表 よ り掘 り浸入 して 追出 し唯 1

囘 又は 2 囘共の 前 中胸腹板【i睦 刺 す （subte ．ssell・etce，　cIrJr　entcetct）力軟 い で 直畷 返

し て 頸 腹面 に nialaxation を彳了ふ事 も見 られ て ゐ る （例 へ ば cel’9CtltCGt｛G で ）。又

特に 大 なる獲物 に 對 して は後肢 の Amputation が 行はれ る の で ない か と推測 さ

れ て ゐ る もの が あ る Qo澱   翻 ）。貯戴後の 蟋蟀 の 麻痺 程度 に っ い て は
一
樣 で な

い が
一般 に partial］y　par 島lyzedの脹 態 で 刺戟 に對 して 叩 pelldageSの 動 きを もつ

て 反應 し創 支で 物 に つ か ま る郭 出磨〜る が それ 等運 動 の 繍 や 統一が 見 られ な

V・ の を常 と す る。 獲 物は腹面 を下 に して 蜂は そ の ．ヒに 乘 り大顎 で 觸角基部 を銜

へ て
．蓮 ばれ輕 い 時に は全 く飛翔 に 依る 力湘 當重 い 時に は 脚 ・ m ・・t ・1・・瑚 umP ・

の 殿 に よ Dopc ・ 呎位 の 高所 に登ρて は前方に 滑降す る鵬 他 の 科の 堅紬屡

行ふ 所 の g苴dh｝g　flis・ht を繰返 し て 運 ぶ 事 が 知 られ て ゐ る　［subtesseel‘ztca
，　
M ．LX ．−

L おFROY 及 び W ｛肌 、鵬 ］。　N 吻 o“tiaece が狩獵 に 先立 っ て 貯藏場所 を用意 す る

9 は明白で あつ て
，

］・・U （1掘 ・b・・ の 1・t・・s・・t・，
’
　 ge「”白な掘巣狩獵型 の ・融 跚 ・‘

・

，。 ・，伽 卿 蜘 ・・ で は 勿論の S・ ，
・・ubte ・

！sellc
−tce… 脚 偽 P 鯛 ’勸 隔 3， 叩 伽 の

機 な
一

部 叉 は全部 鰄 の 孔 を利用す る 9… p で も狩獵前 ｝噺 に 見禺し て 多少 の

手 を加 へ て お くか 叉 は唯見出 して お くか す る で あ らう。最後の 2 種 に 於 て も掘

孔能力は持 合せ て ゐ て J．・H ．・FAB ・E が iSPheLv 　tna ，：ileos2Lgの 勞働寄ve“e 疑つ た

、脚 齣 傭 も例 ぺ 髄 は 勘幡 の もの 欝 つ t・lc しろ その 獨房附 少 く と も

自らの 勞作 に よる もの で あ つ た と 考 へ た 方が 至當で あ らう。3（．　si，．btes，getlata が既

成 の 孔を地 中の み で な く植爐 （El卿 ・醐 雑 も求 め る＄・ ［M ・tx −LrFR ・Y ］

鬮
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深訓 久 二 錐 ： 尖 　穴 　蜂　類 　 の 　智　性 3

や 自 らも掘 る が 蜂 の 11埴出孔 を も利用す る と言 ふ 事賀 〔“rlLr．，Lg【s 】は c“’gern・t‘
’
etcsが

同樣 に 行動 す る事 ［“JIT，T，IA “［s］と思 合せ て 此 の 屬め矧性上の 相覚な
’
flexibiUもy

を想像せ しめ る。 掘巣形式に つ 〉 ・て の 既 知 事 實 は 少 い が弱 い 掘集性 を示 す

Poηり泓ザσ隅 奮
，
　nigi’it“

，
　st，．bte．s・stetlt’ett／tiで ぱ 勿論單獨房纂 で あ り

’
，　 2iitcemCtdoceは 同襟單

獨房災で あ り，
Iu
・ill・icemsi．

，
　CCI

’
gent（dice，　nife

・
nil “ e で は 3 獨房集で あ る。比較 的少数 の

獨房群 で あ る事は 恥 rid 肥 の 他 の 醗と比較 して 矛盾 を感ぜ しめ ない 。“・rILLr ．Lコ［S

は 重 丶＾ 蕪土 中に 犬顎の み で 掘孔す る ω
・
sentcetce．を砂中に 長剛毛 を有す る前肢 で

掘孔する 伽 吻sp1蹴 属 と比較 し ，

一
般 に本屬が 他屬の 機 には1勘作敏捷 で な い 事

と合せ て burrowillg 　h＆　bit に は 不
・適 當な る もの と して ゐ るが之等 は 或は 本屬が

bu・・
’
・wcr よ り d ・U ・b ・・ へ の 移 り行 きに あ る事 を暗示 す る もの カ・ も知れ ない 。出

獵中 に は
．
坑 道 の 入 口 は決 して

一時的 に 閉塞 され ない 。 獨 房 中め獲物 の 數は比較

的少數 で 5 匹 内外で ある。造巣完成後の坑道入 口 の 永久閉塞は．極綏か に 行 はれ

集外 の 周邊か ら大顎 に よ つ て 1 個 つ つ 選ば れ搬入 きれ た 土砂の 粒 た よつ て 充嗔

され決 して 前肢で 掻込んだ りして 埋め られ らい
， 叉頭楯や腹端 に よつ て 叩 堅 め

られる事 もない。 卵は一般に初期 に搬入 された 蟋蟀 の 上 に産下 され ，それ の 前

中兩岐 の 基畆胸腹板闇の 膜質部 に 體軸 と直角 に 頭端を もつ て 附着 して ゐ る。 樹

此 の 厩は 人 家 近 くで も造集す る た め tll，コ11e 　insect と言は れ 他屬 に 比 して 適 應性

の 大
’
なる事 を啼示 して ゐ る。

　　J・ av
’
rma　F ．LBRIcrUs の 習性は全 く WILL エAI −［s 碣 ゆに

『
よつ て研究 された もの と

言 ひ 得 る。 其 の 著
“ Studies　in　Tropigal　Wasps ，，

（1928）は此 の 厨 の 興味あ る

習性記録 を含む 。多 少 と も習性 の 知 れ て ゐ る もの は
．
10種 で あ つ て そ の 中 」じ僻 α

contheona は南佛 ［F、LBRE ，
1886］と corsica［c ．　FERToN

，
19051 に 於 て 螻蜻 の 坑 道．

を逍求 する事が 知 られ て ゐ る に す ぎな い 。WIL ロ 脚 s に よつ て 調査 された他 の 9

種 に 就 v ・て その 狩獵對象た る螻蛄 と棲息地 を示 す と Lce“’resfeonon’cata （G・”yllotalpcc

ω ごじア伽 fts，濠洲），
　 scetestrc （α．噸 6M ‘。

， 濠洲），
　 lusoeiengis（G．‘セ痂出制

， 比 島），

sangteinece （σ．　cOfJ，・iCrkll（1，比 島），
伽 b侃 。爾 α （G ，｝廟 隈 廊

， 比島）；鋼 儡 α （屬不 明

の 螻蛄 ， 伯 國），
f− meo ’iccGma（Sccepte？

tisc ・zLs　d・ldceetyl・ihS，伯 國），
　 SCC；ptq− tEse ・iefe（S．　 ten，uis，

伯 國），」・cetn・a 　 Sl）．（σi’ullotrtlpa　Sp ．エ ク ア 、ドル ） で あ る。 徇此 の 外 F ，　MUIR と

言ふ 人が臺灣で G．（tfl・iCCSOICSに 寄生 した LCt？ya 　 sp ．を飼育 した が成蟲 を得 る に

失敗 した事が記録 され て ゐ る ．五肋
・
‘‘ は何れ も螻蛄を求 め て 地 中に 掘坑 し逅 出
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斗 昆 蟲 ・第 十 二二 巻 第 一 蟹

して 多 くの 場合地 上 に 於 て 略 一一
定 の 噸序で （1）．中後141il胸腹板閻中央．（2丿 前 1卜

爾 ll芝凶中心 線」：、（の 頬 又 は 口 器 附近 を 各 1〜數酬 i屑  時に 荊1した後で 駒 腹

面 に nl ；lllt・x，xtivtL を彳ナふ ．　又 氈に 卵叉 憾幼蟲が 附游 して ゐ る時 に は稍 長   r^l与隅1

をか け て 除去 して しまふ
・
（之 を も n ）alnx ：しtion と言 っ て ゐ る が 元來．甌 め て 不 適

常 に 亂用 きれ て ゐ る 此 の 言葉 に 就 い て は 反省 を 必・要 とす る）di 手術は 極 め て 短

時澗 （
「
1〜2 分間 ） で 経 り直 に産耳卩が 行 は れ る。産卵 の 絡 る前 後に は 大 砥轢蛄 は

全 く咄己郷か ら囘 俊 して ゐ て 何か の 劇戟が あ る と 直 に逃走 して 地 中に 潜行す る。

蜂は 典以 上何等獲物IC−
．
レ渉を示 さ ぬ u 此 の 螻蛄の 行動の n山を束縛 しなV ・事が

か へ つ て 卵や幼蟲 の 茨淦 を保證する もの で 例 へ ば産卵時 に 蟻力畫攻撃す る時 （實

際 硫 0 ，協 ♂痢 や re7｝be？
・iv“ itt

’
g で 見 らiTて ゐ る ）に 母蜂 は之 を追彿ふ カミ其 の 數が 増加

し て瘻蛄 に 觸れ る や 後者 は 卵 をつ けた ま N で 邇走 して 蜂 の 防禦の 不 必 要 で あ る

事 を謚明 し た ． 習性 の 中で 両幾 されて ゐ る距：要 な特很は産卵で 從張翻察 さ君τた

9 種 に 於て 螻蛄 の 膿 に （多 くは膜質蔀 で あ る が 次の第 3 型で は 謳clerito 上 ）密

着 せ しめ られ て ゐ る卵 の 位世 は次 の 如 く大體 3 型あ る。 （1）前 中兩肢闇胸腹面

に 横 に 附着 され 卵は正 中線」：に それ．を裡1讐切 つ て 産附され る もの G 鵬 侃 θ，説 の と正

中線 の 左右何れ か の 働】に 頭端 を側方 に 向け て 産附 きれ る もの （fClllO・
｝
’
ceta ，　scelestco，

μ 6i
哩

1ら c祕 o ，｝砧廊 ） とが あ る。 （2）中後兩肢間胸腹面に榔 匸 附着 され る もの で

圃機に 正 中線上 に産附 さ れ る もの （sc
’a2）lbteri・scier の と左右何れか の 側 に 頭端を側

方 に 向け て 産附 され る もの （sa7zguiueth，　eeOleel・’  跼 ）とが あ る。 （3）全 く異 り後

岐基都 の 胸側板」二に 頭端を上 に 向け て 後 岐 と翅 に よつ て 蔽 は れ る襟 に 産附
’
され．

て ゐ る （Ecu ：udOr の Lfb）
’・1・en　 sp ．） もの で あ る。　 J・ter？

・rf）は交尾 ・狩獵 ・屍
・
卵をす

べ て 人爲的 に飼育器 中で 行は せ る事が IS；IJ，T．1．t： 1＄ に 依つ て 見出された （本邦 ［C

．於 て も全 く之 と別個 に 澁谷譯夫 氏 に よつ て 後逮 す る 加 Tl5 斗 に 此 の 方 法が行

はれ て ゐ る ，
1933 ）た め金龜子 幼蟲 に對 す る 1iiplbiteと同様 に 天敵利 厂ll上か らそ

の 産卵能力 も相當訓査 きれ て お 砂，
Z悔 07 吻 頴 斥，　 s侃 興 翻 邸 ，　 relnel

・・ierG’na．（11 日旧1に

22 卵）・・se・q）tee’iscic・　eTL於て 1 日に 1〜2 卵時 に 3卵を産下 す る事 が知 られ た。

C．E ．　 Pmfil ，，nTO ）
一
（WILLL 、⊃πs に 依 る）は 192 」 年比島 の Lo篭 Bafio；〉’に於 て 玉

蜀黍 の 葉 に砂糖 を塗 つ て 集め た 19匹 の 蝕 0船 酪 か ら577卵 を得 て HonDiulu

に 途 つ て 同地 に （孔 噸
・icaftreの 天敵 と して est 乱bli曲 ．す る事 に 成功 して ゐ る

。 同

模 に A70touon’tdec‘ s面 膨δ8覦 1  は W エLI」 ，tlSls に よつ て ］921．年同島に楡入 され 5
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”
励

年後 に は蟋蟀 の 領 め て
：1堅通 な天敵 となつ て ゐ る。之 に 反 し て f．aon ’fi ω π 診rε｛

・
砌 ‘rボ

と 脳 卿 耐 σ綿 と は OiL1　LU に 楡入 され Pa癰 に 於て Scfcl，te］’isctt．s に 産垣卩す る と

祠 様 に （望η伽 ‘祕pr匹 げ癩 鰍 ‘ 上 に産項ljした が 發青不 良で 不域功 に絡 つ て ゐ る。

　　　　　　　　 （1） Lンroda 　japonicα IWATA の 習 性

　　本延の 習性 に 關 して 私は僅か に 4記録 を持 つ て ゐ る に 過 ぎ流 從來見 た場所

も猪名河原 と京都帝大lill1學部植物1剽に 限 られ て ゐ る
。 私 の 記録 は 1926 年 の 秋 で

・あ る。23・工X ・ゴ9Ω6 は暴風雨 で 2壬・IX は薄曇 りの 晴 で あつ た 。
　 E 己胤 o，嘲 ノ，税 θ撒 ‘如

の 習性観察 に 出 て ゐ た 私は猪名河 原 の チ ガ ヤ の 原 の 裸地 で 路か ら 3 闇程離れ た

所 に本種 の 1 雌が 造桀 し て ゐ る の を見 出 した 。 細砂 と僅か な細 二Lか らなる軟 い

弛中を掘崩 レて 3 獨 房巣を發見 した。獨房は何 れ も同一の主坑か ら分岐 した も

の の 樣 で 地 表 か ら 15Cm ．位 の 所 に あ つ て 附近 に は 細 v ・草根が 分布 して ゐ た。

獨房 中に は 各 々 2匹 ，
3 匹 ，

4 匹 の 廊 矧 倣 儡 ゴ卿 0幅 C1‘η乃 の 若蟲が 貯藏 され て ゐ

て 各 女 1 個つ つ 卵を含ん で ゐ たが 猫房 の 順 咋つ い て は何等記録 され て ゐ なV｝。

唯 1 つ の 卵は菠掘後 48 時聞 で 孵化 した と言ふ記録か ら此の 3 獨房 の 災は 23 日

の 暴風雨以前 の 21 日か ら造 り始 め られ た も0 と想像 され る。菱蝗蟲は D 匹共 に

麻海不完全で 歩 く事 も物 に つ か ま る事 も出來 るが 刺．戟 せ す に は 動作 を現 きない 。

今 1獨房 03 匹 の 獲物に つ い て 後肢 に よ る 跳躍 力 を示 す記録 を書留 め る と次 の

如 きもの で ある。 蝗蟲 を疉の 上 に とま らせ て 後方 よ D刺戟 して 跳躍 し  距離と

髏 侵を比較す る． （ユ）4− Omm ，； 5mm ．（後町支1 本缺除）， （2）2SOIIIIII．： 6mip，

．（3）．75°… ・5mm ・で ゴ黻 の 如 舶 已 の 15°倍 挙 蹤 し彳尋る の で 顔 た・VI エ1’

1931 に 同チ ガ ヤ 原で S2）he，x の 集を發掘 した跡が 共儘深 さ 1〜2dlu，の 窪地 た な

つ て 淺 つ て ゐ た が 此の 窪地 の 一偶 に 土 龍の 坑道 の 天 井が落ちて 出築た小凹陷ボ

あ つ て ≠ゆ 中ヘ エ6・IX・1931
，
3P・m ・一母 蜂が 恥 ・ ‘・臨 ・ 融 伽 ・ の 成蟲 を搬入

し樣 とす るの を見附けた。 蜂は欒の 入 口 を私が踏崩 した た めか それ をか か ぺ た

ま
・≦で 再 び飛去 つ で屡 叉舞戻 つ て 來た。 そ の 中に 他 の 1 匹 が同種 の 菱蝗蟲 の 若

蟲を逕 ん で 來て 之は すば や く坑道の 中に 淌 へ た。 そ の時以前 の 雌頃ま だ 獲物 を

持つて 徘徊 して ゐ て第 2 の雌が第2の 獲物を運ん で 來た 時 も爾續行 しで 南た．他

の 蜘 すぺ て 唄 出 され る處 の 欟 に よる規定行a の 繰返 し吻 る・翠 郷
S・

・僻 の 黼 の 開始跣 立
ρ

麟 啣 原 畷 騨 轡堕 灘 噸 醐

下 げ られ蜂の 坑逋が 眼の 高 さに來る まで に するた め に は 相當な時問 と努 力を要
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し發掘を経 へ た の は 1L し川 ．で あ つ fc。掘 り貯 め て暫時 に して 地 Ii」に 夜 を逝 した

1 匹 の 雌蜂 に 出脅 つ た． 獨房は 2個 發見 し共 に 鋭に究丿麦して 封 じられ た もの で

あ つ た が 1司一一綱 體 に よ る もの か 否か不 明 で あつ た。 i谿 の 結果は附 鬩 と衣 の 読

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明 に よつ て 示 され て ゐ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
D［s，・’　　・a　　　 、．’jll、，

　　纉

＿ 駈
鷺

・
囃ζ讃r 欝 瀞

　 　
’’”，’一　 ．．−　　　　 T “

1

　　冫　機謔訟

　 嚇、グ　　　　　、
一．．．

　 　1　　 鬪

　 　 　 　 　 　 seuTE 　リド

臓萋1鼕
Lye圏odce 　jCivonicα の 郵重

÷le
’t”

｝
z
無

る。本極 の 造 つ た坑道

は 承 ユドに 走 る もの が 多

く直徑は 51mn ．内外 で

頗 る 長い 。 1獨房はす

で に それ に 通 す る坑道

を蜂の 充嗔 に よつ て 失

つ て 居 た が土龍 の 坑道か らの 最短 直tJiL距離は 7dm ．で あつ た。坑 道は彎曲 した も

の で あ る か ら實 長は lm ．は あつ た事 と想像され る。ユ

．
獨房は 明 らか に 蜂の 勞働

に よ る 坑 道か ら 5dm ，の 」听に あ つ た。獨房 ば直徑 Gmm ，軸長 ユ5〜17mm ，の 廻

轉楕圓醴 で あ つ て 軸は水2F 匿位置 して ゐ て地表下 1・6〜2・4dm ，の 所 に あつ た 。

1 獨房 よ りの 結果 か ら見 る と産卵は最初 に 搬入 された獲物 の 上 に行 はれ て ゐ た g

16 ・IX か らの 觀察に よ る獲物 の 總數 は 12 匹 で す べ て Tetriginee で 中 16・IX 運搬 ・

中に 捕獲 した もの が放蟲 の Pao’atett・ix　hi−st・｝’−icusで あつ た 他 は獨房内 で 發見 され

た 11 匹 は す べ て若蟲 の 」。，ッ伽 榊 吻 鷹 伽 ，b で あつ た。本殫は 獨房 を非常に 地

中各班に 散在 し て 造 る様で あ る。 前記 2 獨房 の 内容は 6匹 の 獲物と若幼蟲 （獨

房 軸長 1δ皿 m ，深 さ 1・6dm ，）と 5 匹 の 獲 物と 卵 （17mm ．J　2・4dm ，） と で あ つ た
。

11 匹 の 菱蝗蟲 の 麻痺程度は 同樣 で紙面 に 側 面 を下 に して置 くと横臥 する が 腹面

を下 に す る と正 し くとま る事が 出來 て後肢 を折疊み ，若 し尾端 を刺戦す る と次 の

如 く跳 躍す る e （1）43〜46cm ，（2）40〜70cm ．（3）50em ．（4 ）34cm ．で 李 均體

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長 5mm ．で あ る か ら （2） の

　　第
』
　 2

β種 の L／irridae の 卵 OP附着點

　　 B ： iN
’

otoganiclea 　dioeildSA
： 五り翩 吋 卯 9幅 c偶

　c ： 」La，・ra 　8P ．

如 き自長の 140 倍 を飛躍 し得

る の で あ る 。 本種
・
の 卵は圜忙

示 した如 くそれの 頭端 を もっ

て 獲物 の 頭部腹面膜質部 に 獲

物の 體軸と直角に 附着 して ゐ

る。La．rrl［1eeの 他屬の 如 く前

、

）

〉
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肘
’

中兩 肢悶に附着 して ゐ な い の は 菱蝗蟲胸部 の 構這上か ら常然 の 結果で 前岐が胸

腹板 の 兩前角 に附着 して しまつ て ゐ るか ら 自然 に擴 げ られ る部分 は 頸部 に な る

の で あ る。以上 の 他其の 後の 小記録 を示す と 2 ・VII ・1932
，
3 ：20p，m ．猪名河原

で ，S）・hp．x
’
　”（em ，biti

’ichissの ・・1。・｝の あ る窪愬 匸 本種 が 処・吻 Ψ 7卿 仰 … 胸 と

共 に 造 棄 し て ゐ る の を發見 し，其 の 後同月中に 屡其處で認・め られ ， 3 ・IX に ぱ

1 雌が 成蟲 の ．Pr’trfetett−ix　lbist−｝de｛es を蓮ん で 來る の を見た。此の 雌 は採集 して 後 口

本種 の HoI嚇 pe と した。18 ・VII ・ユ933，10 ：30a．m ．京大理學都植物園 の 砂丘

（砂一1、 Su 。　T ・・np ．130 ℃）で B ・，庸 ・ 吻 ・伽 の ・・1・ L・y を親察中に 1 匹 の 雌 力ζ

R 、，漉 蜘 1、紬 伽 、睦 運 び つ つ 働 η 嘛 の 舊 い 坑道 中Lτ 入 る の を見た ．此 の 砂丘

の 直 ぐ南 側に 池が あつ て 附近 に は此 の 菱蝗蟲が澤 山に 悽息 して ゐ た。 本種 の 運

搬 は別 に變 つ て ゐない
， 獲物の 背面に 乘 つ て 觸角基部が 大獺 に 銜 へ られ短 い 飛

翔 と駈r走との 漣績に よつ て 行は れ る。本種の 雄 は今迄 に 唯 1 頭 5 ・VI 工1 ・1931　、

に 猪名河原で 飯田君 に よつ て 探集 され た の み で あ つ て 之は本種 の Alloしype と な

つ た。
　 　 　 　 　 　 　 　

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊

　　　　　　　　（2） 1＞btogonidea　docilis　SMrTH の 習 性

　　木種は前種 に 比 して 遙 に 普通 で あ る た め taか へ つ て 習性 の 捌察を怠つ た事

驪 念で あ る． 22・1ま・192S
，
　 i晴． 午 搬 名川チ ガ ヤ 原 の pPIの 柬敵 なつ た窪

地 の 斜面 は直射 日光 に よつ て 暖 い 目溜をつ くっ て ゐた。 其 の 斜面の 下 に は此 の

河の 晩夏に於 け る 小 氾濫が逮ん だ泥土 の 乾裂が 出來丁ゐ た。 此 の 乾裂 の間隙 に

本種 の 小 colony が あつ て 3匹 の 雌が既に はが れ た乾裂 の 下 に 出入 して ゐ た。更

に 多 くの 個 體が 此 の 32 粉甼方の 地域 を中心 に 活動 して ゐ た。 1 遜 の 雌が崖を駈 ．

降 りて 欒 に 歸 つ て 行 つ た 。 巣の 位置 に對す る記憶は餘 り確實 で な く10 囘程乾裂

の 他 の 隙間 を覗込 まね ば ならなか っ た が それ に 要 した時闇は僅か に 30 秒足 らす

で あ つ た e 巣か ら出て 來て 駈去 る前 に そ の 入 口 で 恰 も蜻蟲 の 小枝 を 巡 り飛 ぶ

Syrphidsの 樣 な飛び方で入 口 を中心 に常 に顏 を その 方 に 向 けっ つ 飛 んだ 。
1 匹

の 雌は岡に 示 した機な間隙に掘巣を始め た。 入 口 ま で 運 出 され た砂は腹端腹面

で 孔の 周 圍壥 団め られた． 此の 際騨 後LHしつ つ 騨 面 で 押出 さ胞
て 來 る が

蜂は前肢 を掘鑿掻 出 に 用 ひ て ゐ る か 如 何か不明で ある。 私 は正 確に見る た め 入

口 の 泥板 を取除い たが蜂 は直 に それ を感知 して 勞働 韋屮止 し 頭か ら入 口 に 近 プ
・

韓 　楚南仁博氏 に 同定 し で戴 い た
。
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き孔 に 入 つ た 機で 繍 角 の 先 で 周邊 を叩 い て 兄た。1 災を掘つ て 巣の 人 口 は 斜 泊i
に あ る に も拘 らす坑道は垂 直 に 掘 られ て あ つ て ・SeMl．長で 先端の 膨大部邯

’
ら獨

房に は體 艮 Sm ）n ．の 蟋蟀若蟲が 1 匹 入れ て あ 夢そ の前 中雨岐闇膜質霊偶に 1董卵 さ

れ て あ る の を知 つ た。7 ・工X ・1931 ．3P．m ．1司河原 で 工O 日以前 1こ 掘返 され た細砂

の 推積中に 2 匹 の 雌が 造 桀 して ゐ る の を見附 けた。1 匹 は 集を閉塞 しっ つ あ b ，

何囘 も棄 の 周圃 を飛廻 つ て 砂拉や 土塊 を衡 へ て 來て 入 1」 に 充坂 しつ つ あつ た。

入 1コか ら猫 房 の 底ま で は Scm ．で 鉛直で あ り，獨 房内 に は 2 匹 の 蟋蟀若蟲が 貯戯
　　　　　　 ，
され て あ つ て そ の 大 なる方 の 1匹 （19n・m ．長）の 前 r剛夊榔 ℃li董卵 され て あ つ 7c。

午 1 匹 は 蟋蟀を短 丶^ 飛 翔と駈走 との 連績 に よつ て 運ん で 來る所 で あつ た。巣 を

掘出 したが 2 獨房 を含み 第 1 獨房は す で に 1 匹 の 蟋蟀を もつ て 完域 され て あ つ

て 獨房上 端か ら 6Cin．上 方 ま で は 砂 を充 填 して あ りそれか ら上 の 坑道 軸 、．は

残 され て あ つ て 第 2 獨 房 へ 通 じて ゐ た。第 2 獨房は 入 口 か ら1工ぐm 、で そ の 下 底 に

逹 し未だ 室で あ つ た か ら蓮 び つ つ あつ た もの は 策 2 獨房 の 最初 の 獲物で あ つ た

の で あ る。災 及 び 産卵位置 に っ い て は 鬪を參照 ．27・VII∫・1932，10 ：30a．m ．1 匹

の 雌が 河原 の 紬 砂地 に て 蟋蟀 を巣に 搬入 す る の を見た。 獲物は 入 口 に 置かれ 蜂

は 1 度 單身坑 に 入 り頭か ら出て來 て 大顎 で 觸 角塞部 を銜 へ て 引込 む の は地 中造

檗の Splee，v と 同樣で あ る。1S・IX ・1932．午後 同川 チ ガ ヤ 原 に 近 い 礫 に 蔽 は れ た

小丘 上 で姪 の 喜 代子 に よつ て 1 災が見 出 され た 。 鬪示 した樣 に 石礫地 で あ る爲

に 本來ρ垂 直坑 が變形 され て ゐ た 。 蜂は丁 度獨房 を完成 セて 集の 入 口 を封 じつ

っ あっ た。蜂は 入 口 の 周圍を徘徊 し砂粒 を大顎で 拾ひ と っ て は蓮 ん で 1 個つ つ 坑

逋 を充 嗔 して 行つ た 。 そ の 大顎 で 運 ば れ た砂粒 の 大なる もの は後 に 秤 量 した が

75 − 70 − 55mg 等で あつ て 蜂自身 （25m9 ．内外） よ り明 らか に 重 、ハ もの で あつ

た。鎭の 周 圍の 地表は粗 い 砂粒 で 蔽はれ て ゐたが獨房附近で は僅か ば か りの 細 土

が あ つ た 。 坑道は 大礫 の 下面に滑 つ て 進 ん で ゐ た。獨房に唯 1個で 中に 3匹 の 蟋蟀

若轟 が貯 へ られ て ゐ て そ れ等 は 9mm ．長 ，

．
8mm ．長 （蜂卵 附着），3inli］．長で

あ つ 7e。獲 物は何れ も活澄 に 刺戟に 反應 し 背面 を下 に して 置 くと直 に 起 き返 つ

た し又 刺戟され．す に 口 器 を動か したが 1 逅1聞後 に は全部 フ［く乃 伊化 した。⊥0 ・VI ・

1932
，
10a血 ．同河原で 1獨房巣を發掘 した が 細砂地 で巣は 典型 的 で あ つ た 。 水

干 地 に 殆 ど垂 直 に 作 られた坑道は 8Gm ．長で 内徑 5mm ．， 獨房は 直徑 10nnn．軸

艮 15inm ．の 廻轉楕圓體で 軸は垂直 よ り多少傾 く。 獨房 は未だ 食糧貯藏 な し

）

）
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岩 旧 久 二 馴ll： 尖 穴 蜂 顴 の 憎 性

此 の 午 前中 に 次 の 事賢 勧 也の 個體 に て 知

る。蜂は出獵 rlIは常 に入 口 を開放 して お

くg3dm
．離れ て 2 匹 の 雌 の 集が あ つ て

私 は そ の 1 つ を破 壌 した が ， 破壌 され た

雌は他 の 集を利 用せ ん と し正當な る仞 有

者 はそ の 巣の 入 1
−．1で 警備 し顏面 の み を現

して 外を伺 ひ 狩獵に 嵩る事 を 1
』
卜吐 した。

1pm ．別の ユ匹 が 巣 口 を閉塞 して ゐ る の

を見附けた。蜂は砂粒や 禾本科穎果等 を

周 圍か ら衡蓮．ん で 來 て 1 個 つ つ 孔 の 中 に

充嗔 した が 共の 探索に際 して は略
一

定 の

範國が あつ て 遠 くて 1dm ．で あ り叉粒 に

多少の 吟味が 行 はれ 大 き過ぎた砂粒 は ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 錦 3 圖　」］Toteq．　ontde （v．　C］．oeil’is
度術へ て か ら又離 した。私は此 の 材料搬　　　 mp 　7 個 の 巣扇 1乞裂册 の 入 口

入を 1S 囘見 て ゐ た が 途 中で 2 囘 腹端 の み を孔 に さし入れ て Psti皿 moeharid 肥 に

見 られ る よ り遙か に 不器用 な方法で p。unding を行 っ た。　 tQ立 が 経 に 近 づ く程

此 の 叩堅 め の 動作が顯著に なつ て 行 っ た。 時 に 頭楯 で 孔 の 上 を壓迫 した し叉他

Q掘集蜂 の 樣 に 前眩 を用ひ て 集上 の 掃立 も行 っ た 。 最後に 集上 に は木 片 3 穎 軌

草片 ， 砂粒をか た め て 置 v ・た。 明瞭 に cam 。uflage ．行 動で あ るが孔 の 位置 は 正

確に蜂 に よつ て 他 の 場所 と 區別 きれて ゐ る檬で あつ た。此 の 最後の 動作が現れ

て か ら鬪 帚立 の 動作 は 全 く行は な い 。 又此 の 動作は 頗る敏捷 に 行 はれ た。災 は

發掘 した が圖 の 如 く彎 曲 して お り直徑 9mm ．軸長 21nini，の 獨房 は 殆 ど垂直 に

地表下 3cm ．の 所 に 位置 して ゐた 。
’
その 中に は 2 匹 の 蟋蟀が 入れ られ て ゐた。

私の 知 る程慶 で は 本種 の 工 獨房 に貯 へ る獲物の數 は 2 匹 で ある事が 普通 で 時 に

1匹 叉 は 3 匹 で あ る。 私 の 最も古 い 記録は 26 ・VIII　1926 の觀 察で 猪 名河原 の

裸砂地 に 掘つ た單一獨房巣で 入 口 か ら獨 房 底 ま で Gcni．獨房は 6・5iniii一徑で

工3ni］n ．長 で 此 IC）中で もや は り 2 匹 の 蟋蟀 （體長共 に略 7nmu ，） と 1 卵を見出 し

て ゐ る。 本種は以上の如 く細砂の 人里 離れた所 に造集す る他に入家に 極 め て 近

くも棲、自．して ゐ て 私 は家 の 庭で何度も見 て ゐ る。 19・VHl ・1930 の午後庭樹の

下 の 陰濕 な所 に造集炭 ゐ るの を見、 数 21 ・VIII の 1・、30。，m ，に は 之の 直

L
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ぐ傍の 花壇 の 上 で 蟋蜂 の 荊蟲 を寐痺 し経 へ て それ を裏返 し：C し大顎で 頸部 と前

中駿 阻 を可 域長 い 洲轣 く噛ん で ゐ る の を見 た
。

又 21・マIII ・1934 蜜柑 山 の 赤 土

の 崖限 に 造災 し 前記と同椒 こ蟋蟀 を運 び叉 土塊 を 1個つ つ 蓮 ん で 閉塞す る の を

見た 。 以上 極 め て 斷片 で あ るが本種 の 掘災．閉塞，狩獵 の
一部，産卵等 に つ い

て 略明 らか ICした と息ふ 。

　　　　　　　　　　　 （3） L4 即 甜 sp ．の 習 性

　　1933 年 の S 月 に 若狹小 濱lllTに 澁谷霜 と數 日 を逡 つ た が ，共 の 問 に お 世話 に

なつ た松崎家 の 畑で 初め て 本種の 活動 を見た 。蛍時澁谷 君 に よつ て 習 性の 一郁

が 明 らか に され 之 が 螻蛄を攻 II港す る事や 地上 に 蜂と鏤蛄を錦 で 蔽ふ事 に よっ て

螻蛄 に 産卵 せ しめ得 る事が知れた 。 本年 S 月 に なつ て 越誼國高村葛岡の 束向 に

傾斜 した丘の 瓜畑 に 本種が 多撒 活動 して ゐ る の を發見 した。 幸 に 螻蛄 （a ’
・
yUo−

talpa ての 泌 脇 ）の 相當棲息 して ゐ る 堆肥を持 つ て ゐ た の で
‘：
　Cherv）

r’
”

の 筌鑵 を

用 ひ て 習性親察 を試み n ．方 法は 郵 1依 1Cm ．位 の 厚 別 噛 ll砂 を入れ て 螻蛄 を

入れ共の 坑道が 出來上 つ た時 に 蜂を入れ る の で ある 。 ．初は暗 くして おか ねば産

卵 しない と思つ て 蜂を入れ る と直に 鑵 に 葢 を したが 其が全 く不 必 要 で あ るの を

知 つ た の で 鑵 の 上 は板 ガ ラ ス で 蔽つ た 。 少 くと も蜂が 成熟卵 を用意 して ゐ る限

りは 此 の 方法 で 成功 しな い 事 は it　La。蜂は別 の 飼育器に 稀釋 蜜で 飼 つ て お き産

卵時 の み 鑵 に 入れ る。 5 ・Vln ・1936
，

2P．m ．か ら最初の 試驗 をな し3匹 の 雌 に

つ V ・ て蚕 く同機に 成功す る喜 を確め た の で
，
14 ・VIII に 第 2囘 目の 實驗 を行つ

た。此 の 日 に ぱ唯 1匹 の 雌 に よつ て 大體 4 囘観察 を行 つ た。第 1 囘 tt　9a，m ．か ら

で 3 卵 を産下 せ しめ 第 2 囘は 爭  3：30p ．m ．で 2 卵 を産下 ， 第 3 囘は 4：30・− 4 ；IO

p．m ，で 1卵 を産下 ， 第 4 囘 は
「

J ：30p．m ．で 1卵 を塵下 した。術螻蛄 は殘つ て ゐ

た が蜂は もは や 時刻 の 關係か らか 其に 興味 を持たな くな つ た の で 實驗を 中止 し

た 。 併 し此 の 1 日 で 本磁 が lEi （但 し S．5 時間） に 7 卵を産下 し得 る事 を知 り

又共 の 習性 に 就 い て 可成詳細 な事實 を知 り得た。 此 の 日實驗 に 用 ひた螻蛄は全

部で 9匹 で あ つ て 中 1甅 は成蟲で あ り， 徇 1匹 は 5 ・VエII に他の 雌 に 塵卵 され

既 に 相常發育 した 幼蟲 を 附着ぜ しめ て ゐ る もの で あ つ た 。尚 9匹 の 他に 2 匹 の

骨
比 島 の L ．caiLbonaria に 酷 似 して ゐ る が 記 載 （WL ［．Ll，Lus、192S，　Bul ］．　EXp ．　St．　Haw ．

　 Sn9．　PL 　Ass ，
，
　Ent ．　Ser．

，
　No ．19

，
　PP．67〜8｝の 全 es　el　− Stし な い 。 本邦か ら imlra と

　 ．して 霧 か れ た もの が餘 り多 い り で 茲 で は sp ，と して お く
’
。 　　 　　 　　 　　 　　 ，
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性 　 　 　 　 　 　 1L

　 工Omm ．内外の 若貴 も用 ひた。（1）少量の 砂 を入れ た鑑 の 中に 9a．m ，1 匹 の肥 大 し

　 た僂蛄成蟲 （33inni，） を 入 れ た 。 螻蚰 は極 め て 鈍 く砂上 を歩廻 つ て ゐ た。蜂 を

　 入 れ て 蓋 をして 暗黒 に した 。
1 分間の 後開け て 見 る と蜂は螻蚰 の 胸背板後緯に

　 Cl
’
O “．S して 附着 して ゐた。 それ は

’VV
’
ILLT ，L“IS が 固示 して ゐ る L ．　seelestro の 攻 撃

　 姿勢 と杢 く嗣檬 で あ つ て 時 乗 方向 を變 へ て 左向に な つ た り右向 に なつ た りした。

　 螻蛄は 時・セ 肢を動 した が産卵を妨 げ る程度 の 活動力は失 つ て ゐ た
。 蜂が興味 を

　 失 つ た時に それ を第 2鑵 に移 した。．螻蛄 は案外強度の 麻痺敢態に あ つ て 襯止 し

　 勝で あ り少 くと も 10iロ u ，ま で は burrowipg　habit を表 さなか つ た 。（2），充分

　 な砂 中に は既 に 螻蛄 （25皿 m ，）の 坑逋が 造 られて あ る所 へ 上 記 の 通 り蜂を入 れ

　 た。直 に 蓋 レて 2 分開後に 開v ・て 見 て 既に産卵 を も絡 へ た 蜂が 器 ・陸 歩 き廻 つ

　 て ゐ る の を見た 。 蜂は直 に 第 3 鑑 に移 した。螻姑 は以前か ら活澄で あつ た が 手

　 術後 に 於 て は僅かに 恬動力 を失 つ た様に見 へ た。 器内を歩行 して 廻 っ た。．（3）・

　耕 燐 杁 れ て 稍子板で 蔽 つ た・ 蜂は直 に 螻蛄 （27mm ・）醐 して 反應 襌
　 した 。 砂は 螻蛄が 潜 る 度 に 盛上 つ て 動い た 。 蜂は 明 らか に行 動の 敏捷 さを堰加

　　し器 中を活癈 に一周 して 直に 坑道 の 入 口 を見附けて 侵入 した。螻蛄は 忽 ち一方

　 の 口 か ら逍出 され て 大恐 慌 の 態で 砂上 を駈廻 つ て 再 び坑道 に 潜行 した が 方向轉

　 換 して 正面か ら追跡突入 した 蜂 に よつ て 直 に 坑外に 逍出 され ，蜂は そ の 背面 に

　 前記の 樣式で 緊か りと附着 した。此 の 瞬間螻蛄 は肛門 よ り乳自液を射出し砂上

　 を 2〜3 度磚げ廻 っ たが 蜂 の 行動を障碍す る事に は何等役立た なか つ た。蜂の

　 腹部 は巧 に 螻蛄の 前胸後方左側 に卷附い て ゐ て 前 中兩肢聞の 中心線近 くが 刺 さ

　 れた。 直 に方向を變 へ て 右側 に 卷 附い て 右側面 よ り剌す樣 に 見 へ た が實は刺 さ

　 なか つ た。 螻姑は立止 つ た，唯前 ・後肢 の みが時 々 痙篳的に 動 い た。更に 蜂は

　 3 度方 向を轉 じて 卷附い た が その 姿勢は 左か右か の 違ひ の 他全 く同機で あつ た。

　 刺 したの は唯

’
1 囘の 樣 に 觀察 した。今や 蜂は獲物 の 上 で 禰止 し曲げ られ た腹部

　 末端 の み が 動 い て或る點を探索して ゐ る。そ の 位置は 螻蛄 の 右側で あ る。先端

　 は右側前肢基部後方 に 止 つ た （此 の 點は後 に 卵 の 附着點で あ る事を示 した ）。蜂

、　 は獲物を離れ 砂上 を體を低 くさげて 這 廻 つ た。 恰 も腹部腹面 を砂上 に こ す りつ
　 　 し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　 け る樣 な動作で あつ て 111ethoca が OiCiVldelCbを刺 した後 に 行 ふ 動作 と同樣 セ南

　　るe．蜂は全 く螻蛄に對す る興味 を失 つ て やる
。 器壁 を登 り砂上 を跋 渉した。獲

　 物は 30 秒程の 間痙攣的動作を示 した後掘孔性 を現 して 砂中に潜行 した。（4）蜂
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は芭 に第 3 錐か ら移 され た。螻蛄 は 活撥 な もの で あ つ て 砂の 内外 を走 り鯉 っ た ny

蜂 は全 然攻 撃態 度を示 きす，坑道 に 潜行 した 。 螻蛎は逃走す る が 蛭 は邁跡 しな

い 。鏤蛄が 狼狽 した様 に 走廻 つ て 2 匹 が 出會ふ 毎 に蜂 も叉逶邏 せ ん と して 硲ir−

i蓋 に 衝突 した。 （δ）稍鈍柔な鏤蛄 を入 れ た笋 5 鑑 に 移 した が、攻 撃態 度を示 さ

す
， 螻蛄の 坑 道 に潜入 して 入 口 の 方を向 い て 長時闘i鞭 ヒした。明 らか に ：］ 囘 の

産 卵は蜂の 鞍蛄 に對 する攻撃性 を失は しめた もの の 破 で あ る。 蜂 は飼育凝 に移

した が 蜂蜜を吸 牧す る事 もせ す イ匕粧行動 を行 っ た ．揃 へ た 前肢で 觸角を薯齣 は

勿先端 へ 撫 で 下 し 後岐 で 翅や 腹背西 を後方 に 撫 で た 。 飼育器か ら出 した以前 の

如 き活動性は 全 く見 られ す靜止 して 唯觸角を前方 に 延 して 絶 へ す微動 させ た 。

（6 ）約 5謝 ｝1を經 て 3V
，
in ．再 び第 5 鍬 に 入れ tc．　iL一ヒの t・14の 呶 i師 皖 の 通 り 5 ．

VIII，2p ．m ．他 の 雌 に よつ て 麻痺産卵 され たが 孵化 しなか つ た もの で 艦長 ％

mnL の 若蟲で あ つ た。 3 ：10p川 ．稍 子板 を蓋 した 中で 唯 1 囘 の 刺螫 に よつ て 産

卵 に 適當 な麻痺状 態に 陥つ た ． 但 し蝮蛄 ぱ 不動 1リこ態で は な い
。 産卵経 了後直 に

第 7 鑵 に 移 入 e （7）蟆蛄は 5 ・VIII
，
2p．皿 ．麻痺蓙卵され孵化後幼蟲 は發育 して

螻 蛄 の 右前 1伎後方腹襾 に そ の 細長 い 頸部 を深 く挿入 して 吸 牧 を績け て ゐ た 。 器 ．

中に 入れ られた 蜂は 直 に 螻蛄 の 存在 を認 あて 坑迢 に 入 り之 を他 の 坑 口 か ら逍出

した。先づ正 常 な位 置 を獲物 の 上 に 占め て第 1 刺 を前 中肢闇 に輿 へ て 次 い で 産

卵 を行 はん と した が 蜂 の 幼蟲が 螻蛄 の 爾 前 基節後方 を殆 ど全 面 に 亙つ て 蔽 つ て

ゐ て 蜂の 腹端の 靜止 す ぺ き點を見 出 きし め なか つ た。 蜂 は何慶 も産卵態度 をと

つ て 左側 叉 は右側か ら腹端で 産卵點 を探索 して 失 敗 した。 蜂 は 次第 に 共の 行動

上 に irritabilityを増加 し始めた。蜂は遲鈍な動作 を績け て ゐ る螻蛄 の 頭部 と前

胸背板 及 び そ の 腹面 （此 の 後縁に 幼蟲 が 卷附 い て ゐ る ）の み を 自體 を彎曲 きぜ

・
て e く獲物曙 着させ つ つ ぐる ぐるE廻 つ た． 絶 へ 欄 角 と避 微動 させ つ つ

叉 何 囘 も前中及 び 中後基節闇を刺す如 を動作 を と りつ つ 廻 つ た， 他 の 點 に 對 し

て は 決 して 刺す様な萎勢を と らなか つた ． 遞 に 蜂は此 の 動作を中止 して 大顎 で

前胸背板側後方 の 膜質都 即ち蜂 の 幼蟲の 腹端の 接觸黜 と右前肢基節後方即ち蜂

の 幼 蟲の 頭部が膜質 を破 つ て 侵入 して ゐ る黜 を中心 と して 輕iく噛み 始めた。 特

【τ 後者 撮 も長時鬧 に 亙 っ て 磁 lfl仁 1・齒んだ。此 の 動隴 W 、L 、，．Uts の i。 ali 。n．

iio11 と稱 して ゐる行動であ るが既 た其の 目的か ら離れて ゐ る事 は 明白で 寧ろ蜂

は 恰 も此の 邪庭物 を除去す る に は 此處 を攻撃する 以外 に なV ・事 を知つ て ゐ るか
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　 の 如 く思はれ る程 で あ る。途 に幼蟲 の 頭部は 引拔かれたが それ は ！1，卿 ｝啣 伽 の

　 幼蟲 の 頭郡 が 小 さ くて 胸 部か ら
・
先が f1とtεkllノ辷に細 くな つ て ゐ る の と同樣 で あ つ

　 た n 蛾蛄 は 幼掘 を落 した 代 りに 共 の 跡 に 蜂自身 を卷附けた ま S砂 上を走 つ た．

　 典 の 中 に 蜂は迅 速 に 螻蛄の 傷跡めな い 但ll（左 ） の 前肢 後方に 産卵 した 。蜂 の 過

　 敏 1生動作は rla止 された e 敕螫後産卵ま で の 庇の 異歌行動は 約 20 分 を要 して ゐ

　 る、蜂は 砂上 に 瀬止 して 化粧行動 を繰返 した。時 に 3 ：30p ，in．で あっ た。蜂 は

　 給蜜器中に移 され ， 私は新に 螻蛄 を發掘 しに 行 つ て 3 匹 を得た。約 1 時 間 の 後

　 次 の 實驗 は 此 の 新鮮 なる獲物で 行 つ た。 （S）第 8鈿窿に は 30mm ．長 の 蛾蛄が あ

ρ
て ’liL

’
i−コ
’・

：blffO下で 4 ：399．m ・第 G51ユ罐 下 諌 た・（9）難
4 ・3Qln・ ・第 9雛

　 移 され硲子蓋 を施 され 7eが 中 ？（ 攻 撃は開始 され なか っ た。嶼蚰は 砂中に 長 1dnL

　 の 弓 形の 坑逋 を穿 つ て その
’
盲坑 の 奥 で i獲止 して ゐ た。坑 道は 丁 度 中央で 陷落 し

　 て 小 窓を形域 して ゐ た。蜂は靜 に砂上 を跋渉 して 時 々 此 の 小 窓か ら坑内 を覗込

　 んだ。 蜂は 砂上 を歩V・たが その 囘 數は此 の 坑道 の 上 が最 も大 で あ b且嚶蛄の 潜

　 行 し て ゐ る部分の 砂上が最多數囘歩かれ た地 域 で あ つ て 之 は 蜂が 既 に 攻 蝶性 を

　 表 さ ない 欺態 に あ る が 徇喉蚰 の 存 在 に 積 畝的趨性 を持 っ て ゐる事 と砂 中 の 嚶 岾

　を知覺す碍 岬 褐 事 媚 示 す る で あ ら弓・蜂咳 く驪 昏 す微動す 礪 角

　 の 先で地 表 をrl卩く。（10）5し〕．m ．第 ユ0鑑 に 入．れ た が 同樣麻瘁産亘卩しな　La．（11）直

　 に 蜂を第 11 鑵 に 移 した 。
2 匹 の ．IQmm ．長の 小螻蛄が ゐ たが 全 く攻 撃 され なか

　 っ た。（12 ）30nniil．長 の 蝶蛄 を含む第 12 錨 に 蜂 を入れ て il喬黒 と．し 5 ：30p．m ，見
，
　 たが蟆蛄 ぱ明 らか に 邏鈍 と な り蓙卵 され て ゐ た．。蜂 は第 13錦 に 入れた が もは や

　 些 か の 積 駆性 も示 さなか つ た 。 扱 以 上 7 匹 の 螻蛄 の 上 の 卵 の 位置を見 る と佝れ

　 も前基節後方膜聟部 に横向に頭端 を側方に 向けて正 中線 よ り左右 何れ か り側 方

　 に 附着 して ゐ る（即ち第 1型 で あ る ）。各個 に つ い て 左右を區別 す る と （1）左，（2）

　 右，（3）右，（6）左，（の 左，（8）左，（］．2）左で あつ た1 本樋 の 野外 に 於 け る行 動

　 は 殆 ど興味を與 へ 毒）  唯次 の 事 を附
’
記 し て お か ね ば な らない 。活動は 41射 に

　 對 して非幇 に 敏感で ある と は言 へ ない 、 H 射時に は殊 に 旺盛 で は ある が 雨天曇

　 天 で も活動 して 居 る。蜂は 新 しく耕作 され た 畑に 多 く， 短 い 飛翔 と駈走 をもつ

　 て 何等一定方向 もな く徘徊 し ， 土 の 間隙を覗込み地 中 に 潜行す る。 雄蜂は雌 を

　 邁跡 して 飛翔 し雌よ り少 し後方 に 地 上 に お り る
。

「
交尾は未だ觀察せ す 。 本年に

　 於け る最後の 個體 は 12 ・IX ・1936 澤村保昌囂に よつ て 認 め られた。
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